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　北陸放送会館 は 清水建設株式 会社 の 設計施工 に よ り昭

和32年 3月 3 日に 完成 した もの で 、こ の なか に は 第 1 か

ら第 4 迄 の 4 つ の ス タ ジ オ とエ コ
ール ーム 及び 観客 500

．名を収容する 北国講堂がある 。 我 々 は こ の 建物 の 設計施

工 に 際 し て 音響の 立 場か ら参加す る機会を得た の で そ の

概要 を報 告 す る。

　 II．輪転機 か ら の騒 音防止

　 こ の 北陸放送会館 は 第 1図の よ うに姉妹会社で ある北

個新聞社に 隣 接 して 建て られ、北国講堂 は こ の 両者 に ま

．た が る 形 とな る。従つ て 北国新聞社 1階 の 輪転機か らの
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　　　　　　第 1図 北 陸放送会館断面図

騒音と振動 は 3 階の 北国講堂に 伝 り更に 各ス タ ジ オ に も

伝る危険性 が あ り、またそ の 騒音は 窓を 介 し て 同 じ 1 階

に あ る 北陸放送の 事務室 へ 伝る訳 で あ る 。 そ こ で こ れら

の 防止対策を建て る 目的 で 昭 和31 年 S月、現場 は 地下室　
・

部分を掘 つ て い る 時に 北国新聞社内及 び そ の 周辺に つ い

て 騒音と振動 の 測定を行い 、次 の よ うな結果を 得た 。

　L 輪転機 が 4 台 （全 部 ）動 い て い る 時

　　　　　　　　　　　　　騒 　音　 振 動 （相対値）

　　　輪 転 機 室 中央　　　 102 ホ ン 　　　90db

　　　輪転機 室直 上 2階　　75 ホ ン　　 75〜80　db

　　　屋　上　　　　　 暗騨音の 方が 大 　 70db

　 2． 輪転機が 2 台動 い て い る 時

　　　輪 転機室 中央 　 　 94 ホ ン 　 　
ー

　　　屋 上 　 　 　 　
一

　 60 〜70db

　　　輪転機室前 道 路 上 　　76 ホ ン 　　　
ー

　　　・階 会議 室（
講堂 の 舞台 と ほ ぼ 同
一条 件 の 位置 に ある）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 47 ホ ン 　 　 　 60db
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　こ れに よる と輪転機

室 中央 の 騒音は 輪転機

が 4 台動い て い る と き

102 ホ ン 2 台の とき94

ホ ン で 8 ホ ン の 差 が あ

る 。 こ れ は恐 らく機械

に よ つ て 音 の 大小 が あ

る た め と思われ る。

　床 の振動 は 輪転機室
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騒 音 の 分析結果 は 第 2 図の 通 りで あつ た 。

　 　 　 　 匸〆5

第 2図 輪転機 の 騒 音
　　　　の 分 祈 結 果

と屋 上 とで は 20・−30db の 差が 認 め られた。

　3 階会議 室 は 新設 さ れ る 北国講 堂 の 舞含側 とほ ぼ等 し

い 条件の 所に あ り、こ の 内部で の 騒音は 輪転機 が 2台の

とき 47 ホ ン で ある か ら 4 台 の と きは 恐 らく 55 ホ ン 程

度に な る と思わ れ る 。 輪転機室 前 の 道 路上の 騒音 は 輪転

機 が 2 台 の とき 76 ホ ンで あ る の で 4 台 の と きは 糾 ホ

ン 位と考えられ る 。 （註）輪転機 が 2 台の 時の データか ら

4 台 の 時 の 1直を 推定 し た の で あるが 、こ れ は 4 台 の 場合

の 測 定 が 充分出来なか つ た か らで、4 台同時に 動 く時間

が 1 口に 30分位しか ない ．強 い て 空 転 させ て も実際に 印

刷して い る場合 と は 騒音 が異りデ ータに な らな い の で こ

の よ うな結果と な つ た訳 で あ る n

　以上 の 測定結果を総合し て 考 え る と 次 の よ うに な る。

　 a ．講堂 へ の 影響は そ の 舞台部分で 最大約 55 ホ ン 程

度に な る こ と が 予想され るが 客席部分で は振動源か ら離

れ る の で 条件は 更に 良 くな る 事が 期待 さ れ る 。

　 b ．ス タ ジ オへ の影響 は ス タ ジ オ が 講堂 に 比べ 有利な

位置に あ る の で ス タ ジ オを 囲む コ ン ク リート壁を 充分遽

音性に し て空気伝送音を 防 ぎ、固 体 伝 送音 は 且oating

constructien に よつ て 防止すれ ば ス タ ジ オ 内を 35 ホ ン

以 下 に 出来 る と考 え られ る 。

　 c ．1 階事務室 で は 輪転機室 、事務室共セこ窓 を 開放 し

た 場合に は 80 ホ ン 近 くの 騒 音 に 達す る こ と が 予想 され

る e

　・ の 黼 提 礎に 騒音防止墾 聯 腱 て た の で あ る

が、輪転機の 運転時 間が 1 回30分以下 で 1 日 に 3〜4 回

で あり、朝刊 の印刷は 夜半か ら早朝 に か けて 行わ れ、講

堂 と 1 階事務室 の 使用時間とは ずれ て居 る e 夕刊 の 印刷

は 昼か ら夕方 に か け て で あ るが 朝刊 と比べ て頁数が少い

の で 4 台同時に 動 くこ とは 少い 。 特に 講堂力撮 巌 われ
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る夕方 6 時か ら9 時の 問は 輪転機を運転 し ない 時間に 当

つ て い る等 の 事情 を考慮 して 使用 者側 と相 談 した 結果次

の よ うな方針 を定め た 。
・

　 a ・講堂に つ い て は flOating　 C。nStrUCtiOn に し て 騒

音 を 防 止 す る こ と は費用 そ の 他で 困難で ある か ら ク ラ

シ ッ ク の 音楽会の よ うに 非常 に 静 か な こ とが 要求 され る

もの は 原則 とし て 輪転機 の 運転 し な い 夕 方か ら以 後に す

る。公開録音そ の 他観客の 騒音 の 大きい もの は 50 ホ ン

程度 の騒音は問題 と しな い、とい う事と して 通常の施工

法 と し、扉 の 邁音 に 注 意 す る こ と と した 。

　 b ．ス タ ジ オ は 位置的に は 講堂 に 比べ て 有利 で ある が

そ の 使用 目的か ら充分静か で ある こ とが 必要な の で 、遮

音 に は 特に注 意 し、第 1 ス タ ジ オ は 天井、壁、床 共に

floating　 construction を壬采用す る こ と と した e

　 c ・1階 事務室 は費用 の 関 係で 冷房設備 を持 た ない の

で 夏期 に 窓 を 開放すれ ば相当やか ま し い 事が 予想 され る

の で あるが 、天 井に 吸音 デ ク ス を用い る 程度 の 処理 で 将

来冷房設備が 出来る 迄我慢する こ と と し た e

　III ． ス タ ジオ の音響設計につ いて

　ス タ ジ オの 配置 は そ の 他 は 清水建設設計部の 設計で 我

々 は 内部 の 仕上 げ材料の 選定を 担 当 し た の で あ る が 、そ

の 図面は 第 3〜4 図の よ うで あ る 。

　ス タ ジ オの 音響特性に関して は 北陸放送技 術部 と 協議

第 3図 ス タ ジ オ 平 面 図

一266 　一

第 4図 　ス タジ オ 平面図

の 結果、原則 と し て、  所謂 live　end −dead　end 方式；

を避け homoginous なもの に す る 。   残響時間の 周波

数特性 は flat とす る 、等が 定め らた e

　 a ．第 1 ス タ ジ オ に ρい て こ の ス タ ジ オ は最も大きい・

もの で床面積約 75m2 室容積約 425m2 を有する 。 室．

の 形が不整形に し て ある の で 二 つ の 壁 面が 平行 し て い る

部分は無い が 、副調整室及び第 2 象タジ オ との 間に は音

の 反射 の よ い 大 き なガ ラス 窓が ある の で 、こ れ らに 相対

す る 壁面 に 屏風 折 の 凹 凸 を つ け て 拡 散反射 を は か つ た 。

天井 と床 は室形態と して は 平行して い る の で 、天井 に ポ

リシ リン ダーを つ け る事と し た 。 仕上げ材料は 第 1表 の

よ うで 、仕上げの 詳細 は 第 5〜7 図の よ うで ある ．

　　　　 第 1表　第 1 ス タ ジ オ の 仕上 げ 材料

天井 （下 り天井）

）
面

井

側
天り下

両（
壁

床

ソ フ トテ ッ ク ス 下地有孔 ベ ニ ヤ ポ リ

　 シ リ ン ダー型

穿孔 デ ク ス 張 り

ソ フ ト テ ッ ク ス 下 地 、有 孔 ハ ードボ

　
ー

トサ ラ ン 貼 り
ソ フ トテ ッ ク ス 下 地、有 孔 ベ ニ ヤ 張
ソ フ トテ ッ ク ス 下 地、サ ラ ン 貼 り

ア ス タ イ ル

第 5図 第 1 ス タ ジ オ 窓断 面詳細
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した 。 その 他 の 仕上げ材料は 第 2 表 の よ うで あ る cr

第 2表　北国講堂 の 仕上げ材料

天　 　 　 　 井

壁面（側　壁）

　　（側 壁 腰）

　　（後　壁 ）

床　（容　席）

　 　 （舞　 台 ）

ベ ニ ヤ 5 分厚

ベ ニ ヤ 板張 りの 上に 櫓 リブ 取付

ロ
ッ ク ウール 下 地 有 孔 ベ ニ ヤ 張 り

ソ フ トデ ク ス 下地有孔 ベ ニ ヤ 張 り

トル ギ ノ
ー

ル　　　　レ
フ ロ ーリ ン グ

第 6図 　ス タ ジ オ天 井 断 面詳 細

第 7図 第 1 ス タ ジ オ 北 側平面詳 細

　 b ．第 2 ス タ ジ オ に つ い て こ の ス タ ジ オ は 第 1 ス タ ジ

オ と 同
一一

番組の た め に 同時に用 い た り、また 別 々 の 用途

に 用い た りす る小ス タ ジ オで床面積約、10　m2 室容積約

26　m3 を 有する 。 室 の 形 は 不整形 で あ る が 天井 と床 は

平行で ある 。

　 ct 第 3 、第 4 ス タ ジ オ は ア ナ ウ ン ス 用の もの で 、時に

は ドラマ の 下 読み に も 使用 され る。床面積 は 夫々 5 ．7mZ ，

及び 5m2 で 室体積は 14・7m3 及び 12・9m ：
である 。

　IV ・北 国 講堂 の 音 響設 計に つ い て

　 こ の 講堂は 映画、演劇 、 講演会、音楽会等の 公 会堂的

な多目的の 用途に 用 い られ る 外に 、平土間の 部分の 椅子

を撤 去 して 、こ こ で 円卓 会 議を 行 う こ とが 計画 され て い

た e また将来は こ の 平土間の 部分を利用し て テ レ ビ ジ ョ

ン 放送 を 行 う こ とも考 慮 に 入 れ て 設 計 を進 め た。こ の 講

堂は 観客約 500 名を 収容す る こ とを 要求され て いた の で

室容積を約 3000ms とし て 1名当 りの 室容積 を約 6ma

と し、 500c！s に 於 け る残 響 時閻を 聴衆満員 の 際 に 1．1

秒、入場者の 最も少い 円卓会議の 際も 2秒を越えない こ

とを 日標と した。室 の 形態は 矩形で あ るが 左 右 の 壁面が

平行す る の を 避 け るた め に 若干 の 傾斜を つ け、且 つ リブ

を取付け て 高音部の 拡散を は か り、更 に前半部 は 波形の

凹 凸 をつ け た。天井は 舞台か らの音 が客席 に と ど くよ う

に 反 射 計画 を 行つ て そ の 形 を 定め た。後壁 は エ コ ーを 防

Alす る 目的で 屏風 折 の 凹 凸を つ け、ソ フ トテ ッ ク ス 下地

有孔 ベ ニ ヤ 貼 り と し て 申程度の 吸音性を持つ た 拡散壁 と

　V ． ス タ ジオの 音 響 測 定に つ い て

　ス タ ジ オ の 施 工 に 当つ て 充分な テ
ー

ラ
ーメ ー

キ ン

グを実施す る こ と が 望 ま し い の で あ る が 、遠隔の 地

で あ るた め 第 1 ス タ ジ オに つ い て の み
一

回中間測定

行 い 、他 の 第 2、3、4 ス タジ オ は 完成後に 測定を行

つ た 。

　測定法 は オ ク ターブバ ン ドノ イ ズ と震音 を録音 し

た テ
ープを 持参 し、こ れを ス タ ジ オ 内で 再生 して 生

じた 残響音 を 再 び テープに 録音 し、こ れ を 研究室 に

持帰つ て ブ ラ ウ ン 管直視型 生研式 残響計に よ り残響

時間を 求め た e 測定点は 第1 ス タ ジ オ 5 点、第 2 ス

タ ジ オ が 3 点、第 3 第 4 ス タ ジ オ は 夫 々 1 点 で あ

る e

　 また 設計当初最 も心配 された 輪転機 か らの 騒 音 は

第 8図 北園 講堂 平 面 図

各ス タ ジ オ 共 に 30 ホ ン 以 下 で 全 く問題 に な らな か つ た 。

　 a ，第 1 ス タ ジ オ に つ い て 中間測定は 昭 和 31年 11 月

30 日に 行つ た もの で 、工事 は 主調整室側 の 壁面 を除き、

天井、壁、床共 に 仕上げを 終つ て い た。こ の 時の 測定績

果か ら設計値に 比べ て 低音 の 残 響 が 長 く、中音が 短 い こ

とが 解 つ た 。 こ の 原因を検討 した と こ ろ、板振動に よる

低音 吸 収を 計画 し て い た 壁面 の 下地 材料の ソ フ トテ ッ ク

ス が板振動が し ｝C くい 様 に 取付け て ある 事等の 原因を 発

見 した の で 工 期の 許すを限りで 出来 る だ けの 修正 を行 つ

た。

　完成後の 残響時間は 第 9 図の よ うで 低 音 と高音 は 設計

値に ほ ぼ等 しい が、中音 は若干短 い もの となつ た 。

　 b ．第 2，3，4 ス タジ ォ に つ い て 　 こ れ らの ス タジ オ

に 関す る 測定結果は 第 10 図の よ うで ほ ぼ 設計値に 等 し

い もの となつ た 。
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第 9図

soa　700　 jfl　　 2E　3K　 SK　7K　 IOh
　 　 　 c／s

第 1 ス タ ジ オ 残響時間

　　 72 スヲツ
’
オ

cx… 一一・。一 ，．
一一，rdr

−一一CH ’et ’

o．1
　 100　　　200　30σ

　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

鉚 物 1ff　　 2κ　3fl　 5凋 附 leκ
　 　 C／5

　VL 　北 国 講 堂 の 音饗測定 につ いて

　 こ の 講堂に つ い て は 昭和 32 年 1 月に 申蘭測定を 行つ

た 。 こ の 時 の 工 事の 状 況 は 室内仕上 げの う ち壁 、天井共

に 出来上 つ て 居 り、扉 も取 付 け て あつ た。唯 床仕上げは

未完成で あ り、舞台の 幕類は 無 く、客席も取付けて無か

つ た 。 測定の 際 は 昔源を 舞台中央に置き測定点は講堂内

3 点 と し た 。こ の 測 定結果は 第 11 図 の よ うで 500c！s

附近 で 約 2〜2．2 秒 で 低音は や や 短 か く、中音か ら高音　　
」

に か けて は 2〜3kc 附近 が 僅か に 長 く 5・kc 以一ヒは次第

に 短 か くな つ て い る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　完成後の 測 定 は 近 く実施 され る予定で あるが 、ほぼ 設

計値 に近 い 値が得られ る もの と考え て い る 。 唯設計の 際

予定 して い た 舞台 上 の 固定反射板が 工事の 途中で 施主の

要求に、よっ て 廃止 され、且音楽会等の 際に 用 い る仮設の
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　　 第 11図 北国講堂残響時間

反射板 も製作が 延期され た の で 、舞台に あ る 吊物類 の 吸

音の た め 若干 残響が 短 か くな る の で は な い か と心 配 して

い る 。

　VH ．おわりに

　以 上 が 北 陸 放送 会 館 の 各ス タ ジ オ及 び 北 国 講堂に 関 す
’

る 音響設計の 大要で あ る。こ の 設計施 工 に 関 し種 々 御協

力頂い た 清水建設設計部越山課長、大里和司氏、同北陸

支店設計課 山田課 長、飯 岡氏、瀬 川 現場主任、北陸 放送

技術部北山部長、吉岡演奏主任外多数 の 方 々 に 深 く感謝

致 し ます。
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